
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全体 戦無 戦後 戦中・戦前
身近な人 36 30 44 32
テレビ 32 35 40 17
学校の授業 22 35 18 12
学校の教科書 21 33 20 9
新聞 20 13 26 18
本 10 9 13 6
アニメ・映画 9 18 8 1
漫画 3 6 2 0
雑誌 3 3 4 2
インターネット 0 0 0 0
テレビゲーム 0 0 0 0
その他 1 1 2 14
特にない・分からない 21 21 22 35
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49）
対する自分の考え方に影響のあったメディア」に対し，以下の答えがでている（複数返答可）
　最近，歴史認識が日本で議論される際，若者の歴史認識を形成する要因が割合に単純に議論され
ていることが多いように思うが，実際他の年齢層とそれほど根本的に異なっていないことがこの
調査結果から分かる。若者の歴史認識の形成において，意外にも雑誌漫画，インターネットなど
の影響が薄く，最も大きな影響を与えているのは，戦後派と同じく「身近な人」の話，学校の教科
書と授業，そしてテレビである。テレビとは言っても，映画・アニメの項目は独立しているので，
ここでは主にニュース・ドキュメンタリーを意味するが，テレビの影響は若者（戦無）よりも，む
しろ中年層のなかで大きいことがわかる。
　若者に重要な影響を与えている（と若者が判断している）のは，学校の授業と教科書であるが，
戦中派の場合は，教科書の影響はあまり残っていないようだ。若者は教科書を使用してから，数年
しか経過していないので，やはりその印象はまだ強く残っているのだろう。唯一，若者で目立って
いるのは，映画・アニメの項目で平均のおよそ倍にのぼっているが，18％という数字は歴史教育，
教科書，身近な人と比べれば，遥かに低い水準である。日本では「若者が本を読まない」というこ
とをよく聞くが，戦中派よりも若者の歴史認識は「本」によって強く影響されていることも驚くべ
き結果である。
　では，ドイツの歴史認識はどのようなメディアによって形成されているのだろうか。ドイツの場
合歴史認識形成の要因に関する調査はNHKの調査の内容と少し異なっているが，ここで紹介し
たいと思う。この二つの調査で主に異なっているのは，質問の方法と設けている項目である。ドイ
ツの調査の質問は，メディアの歴史認識の形成過程における「影響」ではなく，どのメディアを一
番「好んで」利用しているかという問題なので，問題意識は少し異なっている（しかし，好んで使
うメディアは自然的に影響力も強い，ということも推測できる）。
　NHKの調査とは違い，ドイツの調査では「身近な人の話」という項目は最初から設けられてい
ないが，逆に，ドイツの歴史教育の不可欠な一部であると思われている歴史関係の博物館・記念館
（50）
は，NHKの調査では設けていなかった。しかし，日本の場合もこの項目があれば割合に高い比率
を占めると考えられる。加えて，ドイツの場合は，次のメディアをどれぐらい歴史教育（学校のみ
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ならず）の中で好んで使うか，という問いが設けられた。
　1．教科書
2．資料
　3．小説・漫画
　4．映画
　5．先生の話
　6．博物館・記念館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　　
　　　　　　　　表6　ドイツ中学校・高等学校の意識調査の結果：歴史認識の形成要因
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　ドイッの生徒達には，教科書は全く人気のないメディアであり，映画で歴史を学ぶこと（これが
本当に歴史を学ぶことを意味するかどうかは別にして）の方がはるかに好まれている。ドイツと日
本の歴史教育はよく対照的に取り上げられることが多いが，「好んで使う」メディアは同時に影響
力も強いとすれば，歴史教科書の影響力はドイツの若者の歴史認識の形成において日本の教科書に
は遥かに及ばないことが推測できる。NHKの調査でもそのような傾向はみられ，若者はビジュア
ルなメディアを女子み，その中で歴史映画は人気がある。そして，その他に．ドイツの場合は同じビ
ジュアルなメディアである博物館・記念館がその次に好んで使われるメディアである。博物館の見
学は旅行の一部として（修学旅行など），一度限りの経験だが，割合に強く生徒達の記憶に残るも
のである。
　しかし，先ほど述べた研究の「おじいちゃんはナチではなかった」の結論として，ドイツの場合
もやはり「身近な人の話⊥つまり家庭内の歴史記憶は非常に影響力が強く，「本音」の歴史認識の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（52）
形成にもっとも影響を与えている要因ではないか，ということも言えるだろう。
むすびにかえて
ドイッと日本の歴史認識を探究する研究を踏まえつつ，両国の歴史認識の実像とその形成要因を
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考えてみると，ドイツと日本はよく対照的に取り上げられる場合が多いが，実際には寧ろ歴史認識
の実像とその形成要因はそれほど異なっていないことが目立っている。
　特に，それぞれの国民が共有している自国の歴史に関する考え方・問題意識は似ているところが
多い。日本でもドイツでも国民がまず自省的な歴史認識を共有し，自国の戦争の歴史を，それを美
化するような見方が根付いていないことは明白である。さらに，今後も議論を続けるべき，責任を
引く注ぐべきであるという点に関しても，日本でもドイツでもそれを否定する声がごく少数派であ
るといえよう。
　その理由としては，歴史認識の形成要因は多様であり，常に問題視されている政府による歴史政
策によって単独に左右されることはもはや不可能であるからである。つまり，ドイッも日本も，政
治家による歴史政策が行われている一方，国民の歴史観は多様な要因により形成されているため，
政治の歴史観がそのまま受け入れられることはない。
　ドイッと日本がもっとも異なっているのは，国民の歴史観に対する政治家の反応である。つまり，
日本の場合は，政治家は様々な要因によって形成している国民の歴史認識に大きな不満を感じ，そ
れを変容させる為に大きな力を注いでいる。歴史教育への介入（国歌斉唱の強制，教科書検閲など），
教育基本法の改正の試みなどは，その動きの現れである。ドイツの場合は，政治家は概ね歴史学，
歴史教育，メディアの主導によって形成してきた国民の歴史認識を受け入れるが，正面からその認
識を否定することはできない。もちろん，政治は歴史認識の一つの形成要因でもあり，ドイッの政
治家も歴史認識の形成を左右させてきた。ベルリンで2005年に完成したホロコースト記念碑はそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（53）
の一例である。社会，メディアなどにおいて様々な批判もあったが，結局政治はこの記念碑の完成
に大きな役割を果たした。
　近年ドイツでもっとも問題になってきているのは，右翼の台頭であるといわれる。とりわけ東ド
イツにその減少は著しいレベルに達してきたという。これは州議会選挙で浮かぶ政治的な問題のみ
ならず，この論文で紹介した意識調査で明らかになっているように歴史認識の問題でもある。ナチ
ス時代の戦争犯罪・虐殺・テロに対する意識の後退（表3），東ドイツでの外国人に対する暴力事
件などはこの右翼台頭の結果であり，今後ドイツで見守らなければいけない問題であろう。
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Histo㎡cal　Consciollsness　in　Japan　and　German：Conceptions　and　reality
Sven　SAALER
　　　In　recent　years，　the　issue　of‘‘historical　consciousness”　（rekishi　ninshiki）・is　frequently
and　intensively　discussed　in　Japan　both　within　a　domestic　context　and　with　regards　to　Japan’s
international　relations．　Why　have　these　discussions　reached　such　intensity？The　concept　of“historical
consciousness”is　closely　related　to　the　question　of　how　to　remember　war（s）and　how　to　mourn　the
war　dead．　As　Jan　Assmann　has　argued，　discussions　about　the　memorialization　of　a　certain　chapter
of　the　past　reach　a　decisive　stage　when　those　directly　involved　pass　away　and　the“communicative
memory”which　is　based　upon　direct　memories　of　contemporaries，　evolves　into　a“cultural　memory”，
which　is　based　on　representations　of　the　past　in　the　form　of　memorials，　museums　and　ceremonies。
Discussions　about　the　creation　of　such　memorial　institutions　and　the　shaping　of　cultural　memory
are　an　expression　of　the　historical　consci皿sness　of　a　society　Since　we　are　living　in　an　era　when　the
contemporaries　of　WOrld　War　II　with　their　own　memories　of　this　era　pass　away　it　is　only　natural　that
we　witness　increasingly　intensive　discussions　about　how　to　shape　the　memory　of　this　waL　Japan
and　Germany　are　now　passing　through　this　stage　of　the　formation　of　cultural　memory　and　therefore
experience　a　high　level　of　intensive　debates．
　　　This　article　first　addresses　the　history　of　the　term“historical　consciousness”and　then
discussions　about　contemporary　Japan’s　and　Germany’s“historical　consciousness”．　As　allied　and
eventually　defeated　powers　in　the　waちJapan　and　Germany　seem　to　share　a　lot　of　similarities，　but　in
recent　discussions　in　Japan　concerning　historical　consciousness，　differences　are　usually　emphasized
more　than　commonalities．　But　are　the　forms　of　historical　consciousness　in　Japan　and　Germany　really
so　different？In　the　second　half　of　the　article，　the　author　analyzes　opinion　polls　investigating　the
historical　consciousness　in　Japanese　and　German　societies　and　comes　to　the　conclusion　that　indeed
many　similarities　can　be　observed．　The　major　difference　between　Japan　and　Germany　as　this　article
argues，　lies　in　the　way　politics　and　politicans　address　the　respective　countries’war　pasts．
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